
             

 

   重心教育部の１日 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔いっぱい、力いっぱい 

 教育目標 
 

（１）重い障害に基づく学習上又は生活上の困難の改善・克服を図りな                              

  がら、毎日を快く力いっぱい生きる力を育てる。 

（２）様々な働きかけを受け止め、生き生きと活動する力を育てる。 

（３）欲求や要求を伝えたり、自分の気持ちを表現する力を育てる。 

（４）人との共感関係を豊かにし、仲間とともに育ち合う力を育てる。 

 

 

 目指す児童生徒像 

 

・毎日を快く、力いっぱい生きる児童生徒 

・様々な働きかけを受け止め、生き生きと活動する児童生徒 

・自分の気持ちを表現する児童生徒 

・仲間とともに育つ児童生徒 

  

      児童生徒の一日  ≪日課表≫ 

 

 一日登校授業時の日課表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※午前のみ登校の日、午後からの登校の日もあります。 

 

 病棟内授業時の日課表 

   

  

交流及び共同学習 

  

 本校の通学高等部、病弱教育

部、重心教育部の３つの教育部が

「同じ学校の仲間として、育ちあ

い、学びあう力を育てる」という

ねらいで、年間を通して定期的に

「交流及び共同学習」を行ってい

ます。 

 また、近隣の青谷小学校や、地

域とも授業や行事を通して交流を

行っています。たくさんの友達が

いる賑やかな雰囲気を受け止めな

がら、楽しく活動をしています。   

   

   医療的ケアについて 
  

 ・学校における医療的ケアの内容は、主治医の指示に基づき学校看 

  護師や教員が必要な研修を受けて行う吸痰、経管栄養などの行為 

  です。 

  

 ・指示書は１年ごとの更新で、主治医、保護者、学校間で手続きを 

  取り交わします。 

 

 ・学校看護師は現在２名で、クラスに入って児童生徒の健康観察や 

  個々に必要な医療的ケアを行っています。また、教室などの施設 

  の衛生管理についても専門的な視点から計画、実施しています。 

 

     医療的ケアを教育の一部として考え、より快適に安心して教 

  育が受けられるということを心掛けています。 

 

    医療的ケアで使用する 

   機器等の一例 

  （左：吸入器 右：吸引器）  

 

 

先 生 と の コ ミ ュ ニ

ケーションを大切にしな

がら、身体をほぐしたり

姿勢づくりをしたりし

て、個別のねらいに応じ

た取組をしています。 

病棟で着替えをした   

り、体調のチェックをし  

て、さあ、学校へ出発で

す。看護師さん、行って

きます！            

実態に応じて病棟で

も授業を行っています。 

 

各グループで朝の会

をします。実態に合わ

せて病棟や教室でそれ

ぞれ行っています。 

一日登校の日は学校

で食事を摂ります(経管

栄養、経口）。 

 

午後からの学習は、

見通しがもてることを

大 切 に し て、１ 単 元

12回を基準に毎日繰

り返し取り組んでいま

す。(年間９単元程度) 

また、グループの枠

をこえて、重心教育部

全体での集会活動にも

取り組んでいます。 

 

 

 

 

             

             

 

    

 

 
 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

登 校 

自立活動 

朝の会 

食事指導 

遊びの指導 

病棟と学校とは、渡り

廊 下 で つ なが っ て いま

す。天候に左右されるこ

となく、安全に登校する

ことができます。 

 授業、食事と、常時学

校看護師がついていま

す。 

 校外学習 

 体育大会 
修学旅行 

学習発表会 

主な学校行事 

 ８：４５（１校時） 登校指導 

 

 ９：３０（２・３校時） 自立活動 

１１：００（４校時） 昼食 

 休憩 

１３：００（５校時） 補食等 

１３：５５（６・７校時） 学習グループ 

単元学習 

１４：５０ 下校 

 ８：４５（１校時）  

 

 ９：３０（２・３校時） 自立活動 

１１：００（４校時） （昼食） 

 休憩 

１３：３０（５～７校時） 学習グループ 

単元学習 

１５：００  

通学高等部 

との交流 

地域の児童生徒 

との交流 

青谷小学校 

５年生との 

交流 

参観・懇談 

 年に２回参観・懇談を設定し

ています。たくさんの方に来て

頂けるよう、うち１回は日曜日

に設定ています。 

懇談の様子 



  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    
  南京都病院小児科医師をはじめ、しらうめ病棟、理 

 学療法室、作業療法室、療育指導室と連携しながら、 

 教育活動の充実を図っています。 

 

Ａグループ作品 

  

 

 独立行政法人国立病院機構南京都病院

しらうめ病棟に入院している重症心身障

害児（小学部・中学部・高等部）を対象

としています。 

   〒610-0113  京都府城陽市中芦原１－4  
           TEL ０７７４－５３－７１００  
    FAX ０７７４－５３－４０４４ 
   http://www.kyoto-be.ne.jp/jyouyou-s/ 

 

独立行政法人国立病院機構  南京都病院 

〒６１０－０１１３  城陽市中芦原１１番地 

ＴＥＬ ０７７４－５２－００６５ 

ＦＡＸ ０７７４－５５－２７６５ 

 本校、重心教育部は独立行政法人国立病院機構 南京

都病院、重症心身障害者病棟（通称 しらうめ病棟）に

入院している学齢児を対象としています。 

 本校、重心教育部への入学、転入学を希望される場合

は、南京都病院、小児科にご相談下さい。 

 医療的ケアの研修 

   

  児童生徒が学校生活を送    

 るに当たって必要となる医 

 療的ケアについての研修を 

 行っています。府立特別支 

 援学校医療的ケア研修会へ 

 の参加や、学校看護師また 

 は病棟看護師の指導による 

 吸引の実技研修などをとおして得た知識や手技を、日常 

 の指導に役立てています。 

 理学療法室、作業療法室との連携、研修 

 

  自立活動を中心に学校生活の中で必要となる児童生徒 

 の身体へのアプローチについて、病院理学療法士・作業 

 療法士と連携して取り 

 組んでいます。 

  児童生徒の運動機能 

 や呼吸機能、摂食機能 

 等の実態や指導上の留 

 意点等についての研修 

 を、病院理学療法士や 

  作業療法士を講師とし 

 て行っています。 

 療育指導室との連携 
   

  療育指導室を中心に企画 

 運営される各病棟行事(誕生 

 会、もちつき大会等)につい 

 て、児童生徒引率のもと重 

 心教育部職員も参加・協力 

 しています。また児童生徒 

 の車椅子製作に関する必要な情報提供や日程調整等を   

 行っています。 

 指導連絡会 
 

  重心教育部職員と病院関係者(小児科医師、しらうめ 

 病棟看護師長、療育指導室長)との間で、学校を会場に 

 して行っています。児童生徒の身体の状況や学校及び病 

 棟での様子等について、情報交換を行っています。 

病院との連携 

 医療・看護との日常的な連携の中で、

一人一人の児童生徒の教育的ニーズに応

じた教育を行っています。 

 

   いのち輝かせて 

 京都府立城陽支援学校 

重心教育部 

    
  随時下記のような教育相談に応じています。 

   

  ・重症心身障害児の教育や障害、疾病について 

  ・学校における医療的ケアについて 

                      など 

  いつでもお気軽にご相談下さい。  

Ｎ 

至   

枚方 

ＪＲ奈良線 山城青谷駅下車 徒歩20分 

近鉄京都線 新田辺駅下車  バス15分 

  ＊バスのりば（１番のりば）  

   京阪バス乗車                       

     60B ｢工業団地｣行乗車 

     62  ｢緑苑坂｣行き乗車      

     62C ｢工業団地経由緑苑坂｣行き乗車 

     62B  ｢緑苑坂経由工業団地｣行き乗車 

  ＊「国立病院前」下車 

至 宇治田原 

Ｒ３０７ 

至 京都 

木
津
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Ｒ

24 

至  奈

至 京都 
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線 

至 奈良 

山
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谷 

国立病院前 

バス停 

近
鉄
京
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線 

至 西大寺 

至 京都 

新
田
辺 

山城大橋 

国
立
病
院
機
構 

南
京
都
病
院 

京都府立 

城陽支援学

城陽支援学校の所在

○入学・転入学について 

○病院の案内 

○教育相談 


